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＜第２四半期決算のポイント＞

○【営業収益】は不動産賃貸業の増収などにより、６７億円増収の
５，７２０億円。

○【営業利益】は前年度、⾼利益物件の不動産販売があった反動が
⼤きく、６６億円減益の４４８億円。

○【当期純利益】は株式売却益の計上もあり、３６億円減益の
３３２億円。
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＜２０１８年度 業績予想のポイント＞

○営業収益について、上期の実績を踏まえ修正したが、
利益段階では、期⾸予想を据え置き、営業利益は７７０億円、
当期純利益は５１０億円を⾒込んでいる。

○なお、上期は、様々な特殊要因があったため、セグメント別に
営業利益予想を修正している。
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＜２０１８年度通期 セグメント利益修正のポイント＞

○交通事業では、上期は天候不順の影響を受け、定期外収⼊において
想定を下回ったこと、また原油⾼による動⼒費の増加等を織り込み、
１６億円の減益としている。なお、下期の運輸収⼊は、当初想定通り
としている。

○不動産事業では、賃貸業は、概ね堅調に推移していることに加え、
渋⾕ストリームの開業費が想定より減少したこと、また販売業でも
利益の上積みがあり、合計で１７億円の増益を⾒込んでいる。

○ホテル・リゾート事業は、上期、⻄⽇本豪⾬や、⼤阪・北海道の地震の
影響を加味し、３億円の減益を⾒込んでいる。

以上より連結全体では、当初想定の利益は据え置きとしている。
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＜「安全」「安⼼」「快適」のたゆまぬ追求＞

○鉄道事業では、中期３カ年計画において、「安全」「安⼼」「快適」の
たゆまぬ追求を掲げたが、ご案内の通り、⽥園都市線、⼤井町線では
新型⾞両の導⼊を開始し、従来より定員が増え、輸送⼒を⾼めている。
また、設備⾯でも、地上とのデータ送受信を通じ、⾞両故障の予防検知が
できるなど、安定輸送にも寄与するものと考えている。

○「快適性」については、１２⽉より、⼤井町から⻑津⽥まで、当社では
初の試みとなる、平⽇夜の有料座席サービス 「Ｑ ＳＥＡＴ」
（ｷｭｰｼｰﾄ）の運⾏を開始する。今後もお客様のニーズを伺い、運⾏本数の
増発など継続的なサービス向上に努め、当社線の魅⼒を⾼めていく。

○このほか、安全・安定輸送を実現するため、ご覧のように、ホームに
おける「転落検知システム」など先進的な技術の活⽤や、設備点検の
強化など、「事故の未然防⽌」を継続し、「安全でストレスフリー」
な鉄道を実現していく。
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＜渋⾕ストリーム開業＞

○本年９⽉１３⽇に、渋⾕駅南側に、渋⾕ストリームを開業した。
オフィスにはグーグル⽇本法⼈様が⼊居予定のほか、インキュベーション
オフィスや、ホールを有し、クリエイティブワーカーが集う、⼈的交流の
場にしていく。

○また、２階部分は渋⾕駅から代官⼭⽅⾯にダイレクトにつながる貫通通路
や、渋⾕川沿いの遊歩道や広場といった憩いの場を設け、街に開かれ、
訪れる⽅の回遊性を意識した構成となっている。
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＜渋⾕ブリッジ開業＞

○渋⾕ストリームと同じく、東横線の跡地を利⽤した「渋⾕ブリッジ」も
開業した。

○ホテル、カフェ、保育所など地域のニーズに答えるとともに、渋⾕川遊歩
道からつながる⾃由通路を設け、渋⾕と代官⼭の橋渡しを担う施設と
なっている。
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＜渋⾕の優位性＞

○私たちは１００年に１度と⾔われる⼤規模開発プロジェクトを進めている
が、単にオフィスビルを建設するだけでなく、ビジネスや⽂化など
渋⾕らしい、新たなクリエイティビティの発信ステージとなることを
コンセプトにしてきた。

○ご覧の通り、当社が運営するオフィスだけでも、多くのクリエイティブ
産業、ＩＴ産業をはじめとする企業にご⼊居いただき、集積が集積を
呼んでいる。

○最近では、テナントさまの間で「渋⾕ビットバレー再興」の機運も⾼まっ
ており、当社としても、ますます⼈々が有機的につながり、恒常的な
ムーブメントを作り出す街、「エンタテイメントシティ渋⾕」の実現に
⼒を⼊れていきたいと思う。
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＜渋⾕の回遊性＞

○こちらの地図は、渋⾕を中⼼に、北は表参道・原宿、南は代官⼭・恵⽐寿
⽅⾯を縦に⾒たものだが、先ほどご紹介した「ストリーム」「ブリッジ」
は、これまで、東横線⾼架橋などがあった駅南側に、渋⾕川再⽣・遊歩道
とともに、新たな⼈の流れを⽣み出すことを期待している。

○また来年、中央の渋⾕駅直上には、スクランブルスクエアの開業を予定
しているが、オフィス、商業施設のほか、⾼さ２３０メートルの屋上展望
施設を兼ね備え、新たな⼈の流れを呼ぶシンボルタワーになるものと
期待している。

○このように、周辺の個性的な街とともに、「職・住・遊」が融合する
オールインワンの魅⼒を持つ広域渋⾕圏「グレーター渋⾕」を創って
いく。
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＜多摩⽥園都市 リモデル＞

○ここからは、多摩⽥園都市を中⼼とした沿線事業に関して、⼆つの動きを
紹介する。

○⼀つ⽬は、「郊外リモデル」の推進。
当社は、⾏政や地域の皆様とともに、多摩⽥園都市のリモデルを推進し、
近年は⼆⼦⽟川を再開発することにより、豊かな⾃然と調和した
「働きたい街」として⼤きく発展することができた。

○今年度は、横浜市と共同で進める「次世代郊外街づくり」の⼀環として、
たまプラーザには買い物、医療、保育など多世代が集うコミュニティ施設
を開業したほか、藤が丘では、横浜市、昭和⼤学とともに「駅・病院・公
園」が⼀体となる「医療・健康拠点」を⽬指した街づくりの協定を締結
した。

○またすでにご案内のように、来年は、南町⽥で公園と⼤規模商業施設が
融合する「⽣活遊園地・グランベリーパーク」の「まちびらき」を予定
している。

○今後も、それぞれの地域・駅の個性を⽣かしたリモデルを通じ、⽇本⼀住
みたい沿線・東急沿線を⽬指していく。
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＜ガス⼩売事業への参⼊＞

○沿線での、もう⼀つの取り組みとして、電気に続き、ガス⼩売り事業の
参⼊を発表した。

○これは電気とガスをセットにし、リーズナブルな⽣活インフラサービスを
提供するものだが、同時に、交通・不動産・⽣活サービス事業との
相互連携や、東急カードによるクレジット決済を通じ、沿線にお住いの
お客様との接点を広げる機能であるとも考えている。

○すでに横浜市⻘葉区では約２割の⽅に、「とうきゅうでんき」を選んで
いただいているが、今後ますます、沿線および周辺地域のケーブルテレビ
会社とも提携し、便利でスマートな⽣活サービスの提供を⽬指していく。
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＜ホテル新規出店・リニューアル＞

○渋⾕ストリームには、このたびエクセルホテルも開業した。
これにより、渋⾕駅を取り囲むように、４つのホテルを展開することに
なる。

○予約機能統合などの効率化を進めるほか、省略化も推進し、競争⼒の
ある、様々なブランドホテルを提供していく。

○今期は、３店舗の新規出店のほか、既存ホテルのリニューアルも積極的に
進めており、２０１９年ラグビーワールドカップ、２０２０年
オリンピック・パラリンピックに国内外の多くのお客様をお迎えし、
ブランド価値の向上を⽬指していく。
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＜鉄道分社化＞

○当社はこれまで、事業持株会社として、主に、鉄道・不動産事業を直接的
に、また東急百貨店・東急ストア・東急ホテルズなど⼦会社を通じ、
各事 業を推進してきたが、当社の持続的成⻑を進めていくためには、
さらなるグループ経営の⾼度化が求められ、多様化されたお客様の
ニーズや、各事業を取り巻く環境変化へ⼀層のスピード感を持って
対応することが肝要と考えている。

○そうした中、鉄道事業がグループの基幹事業であることは⾔うまでもない
が、今般、分社により、徹底した顧客視点や⼈材・技術⼒の向上を⽬指す
ことが持続的成⻑を実現するために、不可⽋であると判断した。

○なお、分割後も鉄道事業会社は、１００％⼦会社として連結経営をする
ことに変わりはなく、当社は、賃貸等の不動産を保有し、開発と資産ポー
トフォリオマネジメント機能を担っていく。また１０⽉にサステナブル
戦略推進委員会を⽴ち上げ、鉄道以外の事業も含めて、中⻑期的な視点
で、最適な経営体制の構築も検討している。
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